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6.1.1 沖縄県の観光実態 

 

(1) 県民の県内旅行 

（出典「平成 22年度観光統計実態調査(観光消費による経済波及効果の推計)報告書(H23.3)」） 

 

1) 宿泊旅行 

①宿泊旅行の訪問地 

 ◇県内宿泊旅行の訪問地は、「海洋博公園（美ら海水族館）」が 8.6%と最も多く、次いで「国際通

り（5.6%）」、「古宇利島（4.5%）」、「平和通り（2.9%）」、「ムーンビーチ（2.5%）」、「首里城（2.4%）」、

「北谷・アメリカンビレッジ（2.4%）」「今帰仁城跡（2.4%）」、「石垣市（2.3%）」と続く。 

 

②県内宿泊旅行の活動内容 

 ◇「観光地めぐり（15.9%）」が最も多く、次いで「保養・休養（11.2%）」、「ショッピング（8.0%）」

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-1 県内宿泊旅行の活動内容 ※複数回答 

 

 

③宿泊施設 

 ◇県内宿泊旅行で利用した宿泊施設は、「ホテル（60.2%）」が最も多く、次いで「民宿・ペンショ

ン（11.3%）」、「親戚・知人宅（9.7%）」、「保養所・研修所（4.2%）」、「リゾートマンション（2.6%）」

と続く。 

 

 

 

6.1 沖縄県・宜野座村の観光実態 
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2) 県内日帰り旅行 

①県内日帰り旅行の訪問地 

 ◇県内宿泊旅行の訪問地は、「海洋博公園（美ら海水族館）」が 6.8%と最も多く、次いで「ムーン

ビーチ（4.9%）」、「古宇利島（4.5%）」、「国際通り（2.9%）」、「今帰仁城跡（2.9%）」、「ナゴパイ

ナップルパーク（2.8%）」、「沖縄こどもの国（2.6%）」、「北谷・アメリカンビレッジ（2.4%）」、

「伊計島（2.3%）」と続く。 

 

②活動内容 

 ◇「観光地めぐり（21.8%）」が最も多く、次いで「保養・休養（9.7%）」、「花見（8.2%）」、「グル

メ（7.9%）」、「ショッピング（7.2%）」の順である。 

 ◇40代以下では「グルメ」、60代以上では「花見」が上位に入っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-2 県内日帰り旅行の活動内容 ※複数回答 

 

 

3) 今後やりたい活動 

 ◇今後やりたい活動については、「ある」が 52.9%、具体的な内容として「観光地めぐり（20.7%）」

が最も多く、次いで「グルメ（11.5%）」、「保養・休養（7.9%）」、「ショッピング（6.9%）」、「イ

ベント･伝統行事･祭（3.5%）」、「花見（3.3%）」、「味覚狩り（みかん狩り･ぶどう狩りなど）（3.1%）」、

「スパ･エステ（2.6%）」、「ゴルフ（2.0%）」、「ダイビング･シュノーケリング（1.8%）」、「カヌー･

トレッキング（1.6%）」の順である。 
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(2) 県外観光客の意向（出典：「平成 22年度観光統計実態調査（H23.3 沖縄県）」） 

 

1) 主な活動 

 ◇旅行の主な活動は、「観光地めぐり」（35.1%）が最も多く、次いで「海水浴・マリンレジャー」、

「保養・休養」、「ダイビング」の順である。 

 ◇主な活動別に今回行った活動を見ると、主な活動が『観光地めぐり』の場合、他に行った行動

としては「沖縄料理を楽しむ」(47.8%)、「ショッピング」(43.3%)が多い。また、『戦跡地参拝』

についても他の主な活動と比べると比較的実施率が高い。「観光地めぐり」では団体旅行やパッ

ケージツアー利用率が高いことから、戦跡地参拝、観光地めぐり、料理、ショッピングツアー

の中に組み込まれているため、それらの活動の実施率が高くなると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-3 今回の主な活動 

 

2) 収集した情報 

 ◇出発前に収集した情報は、「旅行ガイドブックや雑誌」(56.1%)が最も多く、次いで「旅行会社

のホームページ・パンフレットや窓口」、「宿泊施設や観光施設などのホームページ」であり、

ホームページに関しては「観光協会や行政のホームページ」と併せて 45.6%と約半数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 6.1-4 出発前に収集した情報（複数回答） 
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3) 沖縄独自の魅力となっているもの 

 ◇沖縄独自の魅力となっているものは、「海の透明度」(38.9%)が最も多く、次いで「文化的な魅

力」、「砂浜の美しさ」、「自然の豊かさ」の順となっている。また、「独特の雰囲気」(15.3%)、

「食事のおいしさ」(13.0%)、「地域住民との触れあい」(8.8%)も比較的多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-5 沖縄独自の魅力となっているもの（3つまで選択） 

 

4) 改善が必要と感じるもの 

 ◇改善が必要と感じるものは、「交通機関の便利さ」(25.6%)が最も多く、次いで「自然環境の保

全」、「エンターテイメント」、「食事のバラエティ」、「魅力的なイベントや祭り」、「食事のおい

しさ」、「ショッピング」の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-6 改善が必要と感じるもの（3つまで選択）
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(3) 観光収入・観光客数（出典「平成 22年の観光収入について(H23.7.22 沖縄県)」） 

 

 ◇観光客数はH20年にやや減少したものの増加傾向にあり、H22年は586万人で、観光収入は4,070

億円である。 

◇観光客一人当たり県内消費額は微増傾向にあり、H22年は約 7万円で、そのうち土産･買物費が

25%、飲食費が 21%を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-7 観光収入及び入域観光客数の推移 

 

 

表 6.1-1 平成 22年度観光客一人当たり県内消費額の内訳 
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(4) 修学旅行（出典「平成 22年修学旅行入込状況調査の結果について(H23.7.15 発表)」） 

  

◇沖縄修学旅行は H5年から H18年にかけて増加傾向（H13年は 9.11 米テロ事件により一時減少）

にあったが、近年は横ばい状態である。H22年は 2,562 校、約 44万人の実績である。そのうち

高校が校数で 65%、人数で 76%を占める。 

 ◇月別では 5月、10～12月に校数・人数とも多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-8 平成 22年沖縄修学旅行入込校数・人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-9 H22 修学旅行月別入込状況 
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  ◇宿泊地は、那覇市が 43.7%と最も多く、次いで恩納村、本部町、名護市、読谷村の順となっ

ている。滞在日数は、3泊 4日が 53%、2泊 3日が 41%、4泊 5日が 6%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-10 宿泊地別入込状況 
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6.1.2 宜野座村の観光客数等 

 

(1) 観光客数の動向 

 

・未来ぎのざ：増加傾向にあったが、近年は減少傾向（H15:14.5 万人→H22:14.9 万人） 

・かんなタラソ沖縄：減少傾向（H15:17.5 万人→H22:11.5 万人） 

・漢那ダム：ほぼ横ばい傾向（H15:8.9 万人→H22:9.5 万人） 

・村体育施設：近年は減少傾向（H16:9.5 万人→H22:8.3 万人） 

・阪神キャンプ期間：減少傾向（H15:55.5 万人→H18:66.5 万人→H22:27.9 万人） 

・宜野座村まつり：増加傾向（H16:1.5 万人→H22:2.0 万人） 

・カンナリゾートヴィラ沖縄：近年は横ばい傾向（H18:0.5 万人→Ｈ19:1.2 万人→H22:1.2 万人） 

・ＪＡ沖縄研修所：ほぼ横ばい傾向（H18:4.3 千人→H22:5.4 千人） 

・宜野座村立博物館：ほぼ横ばい傾向（H15:3.5 千人→H22:3.0 千人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1-11 宜野座村の入込観光客数等 

                      出典：宜野座村資料 
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(2) 地域における広域的な課題（観光まちづくりに係る意見交換会結果） 

 

表 6.1-2 地域における広域的な課題（宜野座村） 

宜野座村 課題 

項目 
課題内容 

項目 内容 

1 地域資源を活用したプロ

グラム・特産品の開発・提

供及び情報発信 

修学旅行誘致 修学旅行の誘致は地域が行っている。県全体で今後修学旅

行の振興の考え方を整理してほしい。 

2 観光資源の保全・再生 松食い虫対策 リゾート地としては景観保全が重要。県の松食い虫対策の

取り組みを強化してほしい。 

3 観光地に相応しい環境整

備 

道路の整備 恩納村、金武町、宜野座村で、東西の交流のための道路整

備が必要。 

  観光案内標識 国道の北部病院前の信号付近は国有地であるため、一切の

看板の設置が認められない。観光客の誘導のための看板設

置を実現出来ないか。 

  ビ ー チ の 整

備・管理 

漢那ビーチを活用するためにはハブクラゲネット、シャワ

ーの整備と、監視員の配置などが必要。ヒーピー浜もハブ

クラゲネット整備が必要。 

  景観に配慮し

た道路整備 

漁港近くの貝塚跡の付近は石灰岩質の地質が美しい。新た

な道路整備により、セメントによるトイレが造られて、リ

ゾート地としての良好な景観の形成上問題。 

  体験観光の安

全対策 

自然体験では、十分な安全管理体制の確立、基準作りが課

題（天候による実施の可否判断、インストラクターの配置

人数、事故の際の救助等） 

4 推進体制の確立 経済効果分析 企業誘致にあたって、どのような経済効果が想定されるか

などの分析は行っていない。 

5 観光振興のための人材育

成・確保 

体験観光の人

材確保 

自然体験では安全確保のため十分な体制をとる必要があ

る。 

出典：「沖縄県観光まちづくり指針・参考資料」 
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6.1.3 周辺市町村の主な地域資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.1-3 宜野座村周辺市町村の主な地域資源一覧 



‐113‐ 

 

 

宜野座村の各種団体等における、地域資源に係る主な取り組みは、以下のとおりである。 

 

表6.2-1 各種団体の地域資源に係る主な取り組み（1/2） 

団体名 主な取り組み 

宜野座村 

観光推進協議会 

◆情報発信：宜野座村観光推進協議会のホームページ作成、ブログの立ち上げ、情報

誌「宜野座ナビ助新聞」の発刊(年２～３回発行を予定) 

◆イベントへの参加：宜野座村まつり、漢那ダムまつり、ぎのざ海まつり、宜野座村産

業まつり・商工会フェスティバル、各区の伝統行事、宜野座ふれあい福祉まつり、

宜野座村文化祭、やんばるの産業まつり、沖縄の産業まつり、カンナリゾートマ

ラソン(ギノザ鉄人マラソン) 等 

 ⇒宜野座村の特産品の紹介活動、宜野座バーガーの販売促進 

※宜野座バーガーは、第27回やんばるの産業まつりで「やんばるの推奨品」に

認定 

◆民泊事業：金武町ネイチャーみらい館との連携で受け入れ体制を構築(平成23年11

月現在の受入れ民家数は30軒) 

◆古民家再生事業 

◆イベント開催：Ginozaらいふ☆スタイル～宜野座んちゅがつくる手づくり市～ 

⇒かんなタラソ沖縄、アムスホテルズカンナリゾートヴィラ沖縄、文化センター

等との連携により開催 

◆阪神タイガースの活用：阪神タイガース協力会のグッズ作成のサポート(かりゆしウ

ェア、宜野座村と選手のコラボレーションカレンダー作成、島ぞうり、トラノオ(観

葉植物) 等) 

◆人づくり：「宜野座村文化財ノルディックウォーク散策講座」の開催による、宜野

座村の歴史・文化等に関する人材の育成 

◆メディアの活用：雑誌の取材対応、ＴＶを活用した村の紹介(「Laugh＆Peace(ラフピ

ー！)～沖縄国際映画祭への道～」)、情報誌への掲載紹介(オキナワ的子育て応援

マガジン「たいようのえくぼ」) 

◆スポーツ合宿の推進 

◆観光プログラムの作成 等 

宜野座村商工会 ◆商工会フェスティバル：産業まつりの特設ステージの企画運営 

◆｢水と緑と太陽の里商品券｣発行：平成23年度に実施 

◆特産品開発事業：「沖縄じゃがパスタ(平成23年12月20日記者発表)」、「ぎのじゃが

フェアー」として年１回のイベント開催を計画 

◆宜野座村の知名度向上：宜野座村の観光資源に関する映像(プロモーションビデ

オ)づくりを計画中 

◆宜野座の水の活用：金武町の酒造会社との連携で、宜野座の水を使った泡盛づくり

を計画(平成24年度に実施予定) 

◆人づくり：沖縄県商工会連合会の「エキスパート事業」の活用による、事業者を対

象とした販売促進活動に関する勉強会の開催 

宜野座村 

文化のまちづく

り実行委員会 

◆村内施設の活用：文化センター(がらまんホール)でのコンサート、子供達の劇・ダ

ンス・歌などの体験等 

宜野座村 

漁業協同組合 

◆漁業体験ツアー：漁業体験等 

⇒今後ブルーツーリズムを観光推進協議会と連携し推進する予定 

◆地域資源の活用：漢那ビーチの管理・運営の実施 

6.2 各種団体の地域資源に係る取り組み
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表6.2-1 各種団体の地域資源に係る主な取り組み（2/2） 

団体名 主な取り組み 

阪神タイガース 

宜野座村協力会 

◆阪神タイガースの活用：観光推進協議会との連携による、阪神タイガース春季キャ

ンプ時のグッズ販売、観光ＰＲ活動を予定 

松田区 

宜野座区 

惣慶区 

漢那区 

◆地域活性化計画の策定：「松田区地域活性化計画(平成17年３月)」、「漢那区基本

構想・基本計画(平成21年３月)」、「惣慶区基本構想(平成22年３月)」、「宜野座区

基本構想・基本計画(平成23年３月)」 

宜野座村 

ITｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾊﾟｰｸ 

◆視察受入れ：企業や学校からの視察受入れ 

環金武湾開発 

推進連絡協議会 

◆広域連携：中・北部の東海岸にまたがる金武湾を囲む３市町村(宜野座村、金武町、

うるま市)による広域地域振興策。沖縄の地域特性である「健康長寿」を地域振

興のテーマとした取り組みの推進(「環金武湾振興ＱＯＬ(Quality Of Life)プロ

ジェクト」) 

⇒「環金武湾ウォーキングフェスタ」の実施 

宜野座村 

 企画課 

◆活性化構想の策定：「宜野座村地域資源活性化基本構想」〔本計画〕(平成24年1月)

◆施設整備：松田鍾乳洞周辺環境活用整備事業を施行し、松田区内に「体験交流セ

ンター(仮名)」を整備予定で、グリーンツーリズム等活動の中心として活用する

計画。 

◆漢那ダム周辺整備：平成22年九州高校総体の開催に合わせて、カヌーコース、カヌ

ー艇揚げ場、左岸広場、右岸広場の整備。カヌー艇庫の整備。 

◆宜野座村の知名度向上：宜野座村ＰＲ映像の作成(21分バージョンと５分のダイ

ジェスト版)、パンフレット、ポスターの作成 

◆イベント開催：世界のウチナーンチュ大会（５年に１度）、世界のギノザンチュの集

い（５年に１度） 

 産業振興課 ◆基本計画の策定：「有機の里宜野座推進基本計画(平成22年３月)」 

◆エコビレッジ構想策定：平成24年３月に策定、平成24年度実施設計、平成25年度活

動開始予定 

⇒農業体験、クラインガルテン等(実施主体：産業振興課) 

 教育委員会 ◆自然エネルギーの利用：太陽光発電施設の設置 

⇒宜野座中学校：20kW(10kW×２箇所) 

◆環境教育：学校単位で村内地域資源を活用した体験学習の実施。 

⇒漢那小学校：稲の植え付け・稲の収穫、新米試食会、ジャガイモ植え付け・ジ

ャガイモ収穫、エネルギー教育 等 

  宜野座小学校：がらまん登山 等 

 上下水道課 ◆自然エネルギーの利用：太陽光発電施設の設置 

⇒漢那・城原地区クリーンセンター：40kW 

  宜野座地区クリーンセンター：30kW 

 健康福祉課 ◆健康づくり：健康ウォーク、ウォーキングコースの設定、かんなタラソの利用促進

 社会教育課 ◆宜野座村立博物館の取り組み：小学生を対象とした「ふるさと歴史学習」、「ヨリア

ゲ森公園の自然観察会」、博物館講座(「シーサーづくり」、「亜熱帯の森をあるこ

う」、「宜野座村の戦争遺跡巡り」等)、観光客の受入れ(史跡巡り、紙芝居)、民

泊利用者の対応 等 

◆生涯スポーツ：各種スポーツ大会(宜野座村野球大会、宜野座村フットサル大会、

宜野座村ソフトボール大会、村バスケット、テニス大会、村球格技大会、宜野座

村児童オリンピック大会、宜野座村陸上競技大会、宜野座村駅伝大会、宜野座村

ターゲットバードゴルフ大会 等) 
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■地域資源をめぐるルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 地域資源巡りルート
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■宜野座村の貴重な自然観察ルート 
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■宜野座村の浜歩きルート 
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■宜野座村の洞窟探検ルート 
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■カー巡りルート 
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■歴史散策ルート 
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■宜野座村の工房巡りルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



‐126‐ 

■宜野座村立博物館実施の史跡巡りルート 
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